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酷暑・熱中症に対応する思い切った対策を求める緊急申し入れ 

 

 

日頃より市民の福祉向上および子どもたちの教育環境向上に尽力されている市長、教

育長をはじめ職員の皆様に敬意を表します。 

記録的な猛暑となっている今夏、岡山でも７月には観測史上最高の３８．１度となり

ました。報道によると、県内で熱中症とみられる症状による救急搬送患者は、７月１６

日から２２日の１週間で５７３人（速報値）と統計史上最多で、８０代の２人が死亡す

る深刻な事態となっています。気象庁は７月２３日に異例の記者会見を行い、「経験し

たことのないほどの暑さになっている地域がある。命に危険が及ぶレベルで、災害と認

識している」と述べました。 

厚生労働省は今年６月２７日に、今年度から新たに生活保護利用を開始した世帯に対

して一定の条件下でエアコン購入費などの支給を認める通知を出しました。ただ、この

通知では２０１８年３月以前に生活保護利用を開始した世帯は対象外で、今のままでは

猛暑の中で命の危険を感じながら暮らさなければなりません。 

全国各地で屋外活動中に熱中症で体調を崩す子どもが続発しています。７月には、愛

知県で小学１年生が死亡するという痛ましい事故が起きました。岡山市内でも運動部活

中の中学生９名が救急搬送され、市教育委員会は、一定基準下での活動自粛を求める注

意喚起の通知を出しています。 

岡山市では、市立小中学校の普通教室にはエアコンが設置されていません。市は中学

校については来年度中に設置、小学校はその後に検討する計画ですが、近年の酷暑・猛

暑を考えると、エアコンの設置は急務です。 

酷暑によって人命が失われることは人災であり、人命最優先の立場であらゆる方面か

らの対策をただちに取り組むことが必要です。根本的には地球温暖化防止対策に本腰を

入れて取り組むことが必要ですが、緊急対策として下記の点を、スピード感を持って実

施するよう申し入れます。 



 

記 

 

１ 単身を含む高齢者世帯、障害者や病気の人がいる世帯、ひとり親世帯、低所得世帯、

被災世帯などに対し、冷房利用に伴う電気代相当額について補助する制度を創設する

こと。また、生活保護世帯について夏季加算を復活するよう国に強く求めること。 

２ 生活保護世帯へのエアコン設置について、６月２７日の厚生労働省通知に該当する

世帯についてはその内容を周知徹底し、必要な世帯については速やかに設置すること。 

３ 生活保護世帯に対して、エアコンは生活必需品であるという考えに立ち、買い替え

を含め設置できるよう市として対応すること。 

４ 小中高校すべての教室へのエアコン設置について、現計画を前倒しし早急に行うこ

と。設置までの間は、スポットクーラーを導入するなど緊急の対応を行うこと。 

５ 保育園、幼稚園、小学校、中学校、高校での高温時の屋外やエアコンの無い場所で

の活動について、例えば「気温が３５度を超えたら活動中止」など、明確かつ具体的

な基準を市として設けること。 

６ 保育所の軒下やプールなど、子どもが裸足で歩く場所で火傷事故が起きないよう、

具体的措置をとること。また、熱交換塗装を促進すること。 

７ 「クールシェア」の一環として、熱中症対策・暑さ対策の「休息所」を各地に設け、

広報すること。例えば、市庁舎や区役所・地域センターなど市有施設のホール、文化

施設や公民館、図書館など公共施設に「暑さ対策休息所」の旗を掲げ、一時避難がで

きるようにするなど。 

８ 日陰の無い屋外での待合場所（駅のバス・タクシーなど）、屋外の公共施設などに

はミストシャワーを設置すること。 

９ 高齢者、小学生にクールスカーフを無償配布すること。 

１０ 農作物等への影響を適宜調査し、生産者への適切なアドバイスとともに、必要な

場合には速やかに対策を講じること。 

以上 


